
　皆さんこんにちは！本日は RI 会長賞
についての現状報告をいたします。ク
ラブが会長賞の受賞資格を満たすには、
まず必須項目ふたつを達成しなければ
なりません。ひとつはロータリークラ
ブセントラルで少なくても 10 の目標を

設定する。そして 7 月と 1 月の RI 半期人頭分担金を期
限までに支払うとなっており、勿論両項目とも達成し
ております。
　続いて 6 項目の各カテゴリーの中でいくつか満たす
必要があります。まず１項目が「会員の増強と維持」
であります。51 名以上のクラブは少なくても 2 名の純
増でありまして、期首 91 名スタートで現在 94 名です
のでクリアしています。さらにもうひとつが、会員維
持率 100％を維持することでありますので、これもク
リアしています。
　2 つ目の項目ですが、「財団への寄付」であります。
まず 536 ドル以上を寄付するとなっていまして、当ク
ラブは 1 万 4 千ドル以上ですのでクリアしています。
また各会員が 26 ドル 50 セント以上を寄付するとなっ
ており、これもクリアしております。そして年次基金
に会員一人平均 100 ドルを寄付するについてもクリア
しております。
　3 つ目の項目ですが、「オンラインツールの利用」で
あります。全会員の50％がMy ROTARYのプロフィー
ルにスキルと関心を入力するについては、管野幹事
の尽力により現在 90％以上の入力となりクリアしま
した。さらにロータリーショーケースに少なくとも 1
件のプロジェクトを掲載するについて、すでに 3 件と
なっておりクリアしています。
　続いて 4 つ目の項目ですが、「人道的奉仕」でありま
す。まず少なくとも 1 名の会員が補助金管理セミナー
に出席するについて、出席しておりますのでクリアで
す。次にロータリーの奉仕のパートナーの一つと協力
してプロジェクトを実施する、これについてはクリア
しています。そして同じ地域にある 5 つ以上のロータ
リークラブと協力し、注目を集めるプロジェクトを実
施するについても、分区の合同行事でクリアしていま
す。
　次に 5 つ目の項目が「新世代」であります。ローター
アクトクラブのスポンサーとなっている、これも勿論
クリアです。さらにインターアクトクラブのスポン
サーとなっているも、クリアであります。そしてクラ
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ブのプロジェクトやイベントにローターアクター、ま
たはインターアクターが関与するもクリアしていま
す。
　最後になりますが「公共イメージ」の項目です。ク
ラブのプロジェクトを地元メディアで取り上げてもら
う、これも新聞記事として載せていただいております
のでクリアしております。そして最後に少なくとも 1
回のクラブイベント、プロジェクト募金活動に地元メ
ディア関係者を招くも、クリアであります。
　ということで、実は現在、福島ロータリークラブは
会長賞の資格をすべて満たしているということであり
ます。これも皆様のこれまでのご協力をご尽力による
賜物だと心より感謝申し上げたいと思います。まだま
だ今年度は事業が続きますので、どうぞ引き続き宜し
くお願いいたします。
　先程加藤地区米山委員長とお客様からお話をいた
だきましたが、米山学友会とは奨学期間を終了した元
米山奨学生と現役奨学生によって組織されている会
です。日本では地区を中心とした 31 団体、海外では韓
国、台湾、中国、タイ、ネパール、モンゴル、そしてス
リランカ（2016 年発足）にあります。1983 年まず台湾
にて最初に発足され、続いて 1985 年に日本でも学友
会が発足となっています。ということで、今後もこれ
まで以上に米山記念奨学会にご理解とご協力をお願い
いたします。

会 長 あ い さ つ 例 会 次 第
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

活 動 報 告

　さる 3/11 〜 12、白河のグランドエクシブ那須白河
において、会長エレクト研修セミナーが開催されまし
た。阿久津肇パストガバナーも出席されました。
　冒頭、東日本大震災で犠牲になった方々に黙祷を捧
げました。しかしながら、3/11 に PETS を行うべきで
はないというご意見が出、次年度は日程に注意するこ
ととなりました。
　2017-18 年度の RI のテーマは Rotary：Making　A　
Difference「ロータリー：変化をもたらす」です。ロゴ
は多様性を表しています。
　RI 会長の重点目標は「公共イメージ向上」です。そ
のため、各ガバナー補佐を中心に分区各クラブ会長
をはじめ地区の各委員会の協力のもと、各分区毎に
キャンペーンを実施し「ロータリーに対する好ましい
イメージを作り出すため」、第 2530 地区全体が一つの
チームとして取り組んで行きます。なおそれに伴い地
区組織を一部変更し、クラブ奉仕委員会は会員増強・
拡大委員会と公共イメージ向上委員会を、更にロータ
リー財団委員会に新たに学友委員会・平和フェロー
シップ委員会が設置されました。

活動目標は

1.各クラブへのサポートと強化
　会員増強の地区目標は純増100名です。
　クラブ会員数 50 名以下は 1 名の純増、50 名以上は
2 名の純増です。特に女性会員と 40 歳未満の会員の純

増を目指します。現在のクラブの会員構成、年齢を考
え、多様な会員を入会させることを図ろう。
　特に入会時は「ロータリーは何をしている団体か」
説明をして下さい。公式訪問時にはその前後に入会さ
れた方の入会式を開催するようにとのことでした。当
クラブへの公式訪問は 10/5 です。また、地区大会前に
入会された方は、壇上に上がって頂く予定です。

2.人道的奉仕の重点化と増加
　地元や海外で奉仕プロジェクトを通じて、各クラブ
は人道的問題に取り組む。
　ポリオ撲滅のためロータリー財団の積極的な活用を
する。
　平和の推進（平和フェロー）、疾病との闘い、水と衛
生、母子の健康。教育の支援、地元
　経済の発展、環境保護への取り組みを図る。

3.ロータリーの公共イメージと認知度の向上
　公共イメージが良くなれば、クラブと地域社会との
関係も良くなり、入会への関心も高まります。地元へ
世界に変化をもたらすクラブの活動について魅力ある
ストーリーで伝えることで、ロータリーへの認知度を
高める。
　とくに IM において一般の方々も参加できる内容を
検討する。当分区は西クラブのホストです。

　以下、各大委員長より、年度の活動目標が示されま
した。当クラブも地区の方針を踏まえつつ、具体的に
この年度で何に取り組むのか、理事の皆様とご協議の
上、進めてまいりますので、皆さまのご助言、ご協力
をよろしくお願いします。

PETS報告

森岡幸江 会長エレクト

●フィリピン・マリキナロータリークラブとの友好に　

　おける支援について

親愛なる　マリキナRC会長はじめ会員の皆様へ

　マリキナロータリークラブの皆様、ご健勝にてご活
躍の事大変嬉しく思います。
　今回私は、公私に亘り多忙を極めており貴クラブを
訪問する事が出来ません。申し訳なく、又残念に思っ
ております。クラブを代表して日比野恒夫国際奉仕委

員長が訪問させて頂きましたので、何卒宜しくお願い
申し上げます。
　昨年の 11 月に 3 年間の双子クラブ延長調印を無事
終え、会長としての任務を果たすことが出来ました。
その重大さと、又マリキナ RC との今後の友好を確か
め合う事が出来た喜びを今更のように思い出されま
す。　
　今回も、1,000 ドルを子供達の支援活動資金として
準備致しましたので有効にお使い頂けたら幸いです。　
これら活動はこれからも日本とフィリピンの友好の架
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け橋の一つになればよいなと思っております。
　福島は、厳しい冬をむかえておりますが、皆元気に
ロータリー活動に励んでおります。
　又、次回お逢いできる日を楽しみにしております。

2017 年1月26日
福島ロータリークラブ

古俣　猛

●福島ロータリークラブによる基金の報告について

財務レポート：
福島ロータリークラブからの寄付金について
①2011年から2014年PP DEL de Guzman:
　44,427.00フィリピンペソ　1000ドル
②2013年から2014年PP Hermie deta Paz:
　44,500.00フィリピンペソ　1000ドル
③2014年から2015年PP Jaime Cabalquinto:
　43,950.00フィリピンペソ　1000ドル
④2016年から2017年Pre's. Chris Merino:
　46,000フィリピンペソ　1000ドル
総額：178,877.00フィリピンペソ

●マランダイ　小学校への支援について

給食提供プログラム（2015 年 11 月から 2016 年 3 月）：
62,800.00フィリピンペソ
小学校の給食室の修繕（2016年 8月）：
16,296.40フィリピンペソ
バスケットボールコート並びにステージの修繕・塗
装並びに給水施設の修繕費として（2016 年 11 月から
2017年1月）：
74,985.05フィリピンペソ
総額　154,081.49フィリピンペソ

残金　24,795.55フィリピンペソ（495.91ドル）

　この度は、様々な学校行事を開催場所（学業行事を
開催場所として使用する場合、また勉学以外の行事開
催場所として使用する場合もありますが…）として使
用するバスケットボールコートの修繕並びに塗装に多
大なるご寄付を頂き誠にありがとうございました。こ
こに感謝の意を表します。

2017年2月2日
マランダイ小学校校長　アイザリーン　ガーチトレナ

2017年2月2日　修繕・塗装完了式典
給水設備修繕

（マリキナロータリークラブ・福島ロータリークラブ）
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　被災地支援でたびたび福島を訪れ
る医師の鎌田實さんの話で、印象に
残った言葉がある。
　「避難所で一番元気なのは役を割り
与えられた人なんだよね」

　最初は「なぜ私が？」と面倒に思っても、周囲から
感謝されるとうれしくなる。なにより人のために何か
をすることで自身も明るく、前向きになれる。「人のた
めに」という気持ちが大事なのだという。
　人は一人では生きられない動物である。「人のため
に」という気持ちは DNA にすり込まれた基本的な感
情なのだろう。東日本大震災と原発事故から 6 年が過
ぎた。支えられる側も、できる範囲で支える側に回る。
そういう時期に来ている。

古俣　猛 会員
　森岡エレクト、PETS大変お疲れ様でした。後程のスピーチ
宜しくお願いします。
　ジューフンさん卒業おめでとうございます。今後の社会人と
しての活躍を期待しています。
加藤義朋 会員
　ラクナース会長（スリランカ米山学友会）、チンタカ学友会会
長の来福を大歓迎します。
　家内も宜しくお世話になります。
勝見浩二 会員
　いよいよ4月8日より春の福島競馬が開催します。
　同日の競馬場例会お待ちしますとともに一開催宜しくお願
いします。

佐藤英典 会員
　明日からフィリピンセブ島にダイビングに行ってきます。
蒼い海の中を漂いながら、ロータリー活動の反省と心身のリフ
レッシュをしてきます。
山内　功 会員
　春めいてまいりました。この週末はスキーとゴルフを両方楽
しみたいと思います。
───────────────────────────
他クラブ会員より／丹治正博／反後太郎／白岩康夫／林 隆壽
／吉田大樹／菅野 晋／八子英器／児玉健夫／靏丸直久／高倉
裕之／安藤健次郎／森岡幸江／安藤錬雄／相良元章／加納武
志／金子與志人／岡田新也／田沼紀美子

ニコニコBOX報告　 〈報告〉田沼紀美子 委員 本日のニコニコBOX投入額　24件　¥48,000   累計  ¥1,732,000

例会変更のお知らせ
●福島北RC、28日（火）の例会は、25日（土）の県北第一
分区・第二分区合同の新会員セミナーに振替となります
のでお知らせ致します。

その他のお知らせ
●テーブルに[ハイライトよねやま196]を参考資料に置か
せていただいておりますので、ご覧頂きたいと思います。
●18日(土)ユラックス熱海にて地区職業奉仕委員会セミ
ナーが開催されます。

幹 事 報 告

私のひとこと 五阿弥　宏安 会員

例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内

4月8日（土） 12：30〜　福島競馬場

職場訪問例会　福島競馬場　６Ｆ　特別来賓室

4月13日（木） 12：30〜　辰巳屋

通常例会　・日台友好親善コンサート全体打合せ
　　　　　　  ・誕生祝い
　　　　　　  ・「友」4月号紹介　今井理基夫委員長
4月20日（木）

【日台友好親善コンサート】に振替
4月20日(木)午後到着、リハーサル
　   21日(金)午前リハーサル　　　午後コンサート
　   22日(土)午前慰問コンサート　夕方歓迎会

お 客 様 並 び に 来 訪 ロ ー タ リ ア ン 紹 介

伝 達 表 彰

●RI第2530地区
　パストガバナー

　大橋　廣治様
　（福島南ロータリークラブ）

●スリランカ米山学友会
　会長
　ラクナース・ガマゲ様
　(元　米山奨学生)

●加藤 義朋会員
　ご夫人加藤 好子様

●RI第2530地区
　ガバナーノミニー ･デジグネート

　芳賀　裕様
　（福島中央ロータリークラブ）

●福島グローバルRC
　会員
　チンタカ・クマーラさん
　(元　米山奨学生)

●米山奨学生
　ヴ クアン ジューフンさん

●米山奨学生修了証書 ヴ クアン ジューフンさん へ　

❹　ROTARY CLUB of FUKUSHIMA  2016-17


